
愛
媛
県
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

愛媛大学社会連携推進機構教授

村田　武
愛媛大学うわじまサテライト長

１
．「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は

　
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
も
っ
と
も
一

般
的
な
理
解
は
、「
農
山
漁
村
を
訪
れ
る
人
た
ち

が
、
そ
の
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
や
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
」
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
ば
の
語
源
は
、
イ
ギ
リ
ス

で
１
９
７
０
年
代
以
降
に
盛
ん
に
な
っ
た
農
村

ツ
ー
リ
ズ
ム
（ru
ral to

u
rism

）
が
、
象
徴
的
に

green
 to

u
rism

と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
あ
る
よ
う

で
す
。
農
村
の
過
疎
化
・
高
齢
化
で
一
歩
先
行
し

た
西
欧
諸
国
で
は
、
１
９
７
０
年
代
に
、
イ
ギ
リ

ス
の
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、
ド
イ
ツ
の
「
農

家
で
の
休
暇
」、
イ
タ
リ
ア
で
「
ア
グ
リ
・
ツ
ー
リ

ズ
モ
」
と
い
っ
た
新
し
い
農
村
滞
在
型
ツ
ア
ー
が

広
が
り
、「
美
し
い
村
づ
く
り
」
運
動
や
、
地
場
農

産
物
・
伝
統
的
料
理
・
手
工
業
品
な
ど
の
見
直
し

と
一
体
と
な
っ
て
、
農
村
に
お
け
る
新
た
な
就
業

と
所
得
源
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ら
が
わ
が
国
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け
て
、
そ
れ
ら
を
体
験

し
、
学
び
な
が
ら
、「
日
本
型
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
と
い
わ
れ
る
、「
田
舎
に
親
戚
を
つ
く
る
」

や
農
漁
業
体
験
・
調
理
体
験
な
ど
子
育
て
や
食
育

と
結
び
つ
い
た
運
動
が
１
９
９
０
年
代
に
始
ま
り

ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
日
本
で

は
岩
手
県
、
西
日
本
で
は
大
分
県
宇
佐
市
安
心
院

の
「
農
村
民
泊
」
が
そ
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
度
整
理
す
る
と
、「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
の
取
り
組
み
は
、
１
９
９
５
（
平
成
７
）

年
に
制
定
さ
れ
た
余
暇
法
（
農
山
漁
村
滞
在
型
余

暇
活
動
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
関
す
る
法
律
）
を

基
礎
に
し
て
、
従
来
型
の
観
光
開
発
よ
り
も
、
都

市
住
民
と
の
交
流
（
都
市
農
村
交
流
）
を
通
じ
て
、

過
疎
化
・
高
齢
化
に
悩
む
農
山
漁
村
の
活
性
化
を

図
れ
な
い
か
と
い
う
考
え
方
を
も
と
に
進
め
ら

れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
出
発
点
は
、

バ
ブ
ル
経
済
に
乗
っ
た
い
わ
ゆ
る
リ
ゾ
ー
ト
法

（
１
９
８
７
年
制
定
の
「
総
合
保
養
地
整
備
法
」
）

に
よ
る
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
バ
ブ
ル
経
済
の

破
綻
に
と
も
な
っ
て
大
失
敗
し
た
こ
と
を
肝
に
銘

じ
な
が
ら
、
ゆ
と
り
や
安
ら
ぎ
を
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
都
市
住
民
の
暮
ら
し
や
意
識
の
変
化
に
依

拠
し
連
帯
す
る
こ
と
で
、
農
山
漁
村
の
活
力
の
回

復
を
め
ざ
そ
う
と
い
う
模
索
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

２
．
内
子
町
・
し
ま
な
み
・
久
万
高
原
で

　
　

始
ま
っ
た
愛
媛
県
の
取
組
み

　

愛
媛
県
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

Angle
−アングル−
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取
組
み
は
、
内
子
町
（
２
０
０
４
年
に
「
う
ち
こ
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」
設
立
）、
今
治
市
島

嶼
部
・
上
島
町
（

２
０
０
０
年
に
「
し
ま
な
み
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
設
立
）、
久

万
高
原
町
（
２
０
０
６
年
に
「
久
万
高
原
町
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
設
立
）
な
ど
が

先
陣
を
切
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
地
域
の

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
全
県
的
な
も
の
に
し
た
い

と
、
愛
媛
県
は
、「
愛
媛
県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
会
議
」（
所
管
は
農
林
水
産
部
農
政
課
。
会

長
は
村
田
武
）
を
設
置
し
、
２
０
０
６
年
３
月
に

「
愛
媛
県
に
け
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

方
策
」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
推
進
方
策
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
県
内
の
多
様
な
地
域
資
源
や
個
性
を
見

直
し
、
再
認
識
し
な
が
ら
、「
癒
し
の
心
を
活
か
し

た
接
客
・
受
入
れ
体
制
の
確
立
」
を
め
ざ
そ
う
と

い
う
こ
と
に
置
か
れ
ま
し
た
。
県
は
２
０
０
７
年

に
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
核
的
施
設

と
し
て
期
待
さ
れ
る
農
林
漁
家
民
宿
の
開
業
を
促

進
す
る
た
め
に
、「
愛
媛
型
農
林
漁
家
民
宿
要
綱
」

を
定
め
る
と
と
も
に
、「
愛
媛
県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」（
事
務
局
・
農
政
課
）
を
設

立
し
、
全
県
的
な
運
動
の
展
開
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
え
ひ
め
Ｇ
Ｔ
ナ
ビ
」は
、

年
々
充
実
し
た
情
報
発
信
源
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
私
自
身
は
、
こ
の
間
、
愛
媛
大
学
南
予
振
興
塾

の
塾
頭
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

方
法
を
中
心
に
、
２
０
０
７
年
春
に
「
南
予
地
域
活

性
化
総
合
セ
ミ
ナ
ー
」
を
南
予
各
地
で
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
伊
方
町
で
発
足
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

佐
田
岬
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
が
開
講
し
た
「
佐
田
岬

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
」
の
学
長
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
内
各
地
で
農
林
漁
家
民
宿
が
生
ま

れ
、
東
予
で
６
軒
（
今
治
市
５
軒
、
上
島
町
１
軒
）、

中
予
で
５
軒
（
松
山
市
１
軒
、
伊
予
市
１
軒
、
久
万

高
原
町
３
軒
）、
南
予
で
27
軒
（
内
子
町
９
軒
、
八

幡
浜
市
１
軒
、
西
予
市
１
軒
、
宇
和
島
市
６
軒
、
松

野
町
２
軒
、
愛
南
町
８
軒
）、
県
内
合
計
38
軒
に

な
っ
て
い
ま
す
。
推
進
組
織
も
、
上
に
紹
介
し
た

も
の
に
加
え
、
西
条
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
、
伊
予
市
双
海
地
区
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、
砥
部
陶
街
道
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、
う
わ
じ
ま
虹
色
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
森
の
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
ク
ラ
ブ

（
松
野
町
）、
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
が
発
足
し
、
情
報
発
信
お
よ
び
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
関
と
し
て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
．「
ま
る
ご
と
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

　

愛
媛
県
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
み

の
こ
れ
か
ら
に
と
っ
て
、
ぜ
ひ
と
も
岩
手
県
遠
野

市
の
戦
略
に
学
ぶ
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

遠
野
市
は
、「
自
立
し
た
地
域
社
会
の
形
成
」
を

め
ざ
す
新
た
な
戦
略
と
し
て
、「
ま
る
ご
と
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
掲
げ
、
そ
れ
を
担
当
す
る
の

は
農
政
課
長
で
は
な
く
産
業
振
興
部
長
で
す
。
そ

し
て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目
標
は
、「
定

住
促
進
」
だ
と
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
、「
ま
ち
お
こ
し
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
必
要
で

す
。
県
内
で
は
、
内
子
町
が
そ
の
実
践
例
と
し
て

評
価
さ
れ
ま
す
。

　
「
里
・
山
・
海
の
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
が
推
奨
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
地
域
資
源
の

発
掘
・
美
し
い
里
・
山
・
海
づ
く
り
運
動
と
グ
リ
ー

ン
・
ブ
ル
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
、
自
然
・

歴
史
・
文
化
・
食
が
連
携
す
る
と
い
う
の
が
大
切

で
す
。
歴
史
を
刻
ん
だ
集
落
と
暮
ら
し
を
も
っ
と

押
し
出
す
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
暮
ら
し

の
景
観
」
へ
の
関
心
を
も
っ
と
高
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
も
や
さ
し
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
コ
ー
ス

の
設
定
と
そ
れ
を
支
え
る
交
通
機
関
と
宿
泊
施
設

の
整
備
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
今
、
も
っ
と
強
調
さ
れ
る
べ
き
は
、
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
地
方
中
核
都
市
と
そ
の

中
心
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。
地
方

中
核
都
市
の
活
力
回
復
と
農
山
漁
村
活
性
化
の
一

体
的
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
県
下
に
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
運

動
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、「
合
同
会
社
久
万

郷
」（
久
万
高
原
町
・
井
部
健
太
郎
代
表
）、「
株
式

会
社
し
ま
の
会
社
」（
上
島
町
弓
削
島
・
兼
頭
一
司

代
表
取
締
役
社
長
）
な
ど
、
新
し
い
町
お
こ
し
会

社
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
頼
も
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
運

動
は
第
二
段
階
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
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愛媛大学南予振興塾
南予地域活性化総合セミナー

「南予地域活性化に何が求められるか」

南予振興塾主催　南予地域活性化総合セミナー
日時 開催場所 テーマ 講師 コーディネーター

平成19年1月26日
18：30〜21：00

八幡浜市役所 南予地域活性化と愛媛大学の役割 泉　英二 村田　武

平成19年1月27日
13：00〜18：00

三崎公民館 佐田岬のツーリズム資源を見る 村田　武

平成19年2月9日
18：30〜21：00

内子自治
センター

南予地域活性化と植物工場
山下　淳
仁科弘重

村田　武

平成19年2月16日
18：30〜21：00

愛南町城辺
社会福祉会館

科学技術はどのように
水産養殖に貢献できるか

若林良和
三浦　猛
高木基裕

村田　武

平成19年2月22日
18：30〜21：00

大洲総合福祉
センター

地産地消を越えて
−これからの農産物直販所に期待さ
れるもの−

村田　武 藤原三夫

平成19年2月23日
18：30〜21：00

西予市
中央公民館

これからのミカン産業に
求められるもの

水谷房雄 村田　武

平成19年3月1日
13：30〜16：00

鬼北中央公民館 南予地域活性化とバイオマス事業化
森田昌敏
脇本忠明

藤原三夫

平成19年3月9日
18：30〜21：00

松野町町民
センター

南予における
定住促進について考える

中川聰七郎 村田　武

平成19年3月16日
18：30〜21：00

宇和島市役所 宇和島のツーリズム型観光の可能性
泉　英二
高井昭平
村田　武

藤原三夫

　愛媛大学は、愛媛県との協定
により、南予地域活性化に取り
組むため、平成18年8月に南予
活性化対策協議会及び農学部に
南予活性化推進本部を設置しま
した。
　今回、南予活性化推進本部に

「愛媛大学南予振興塾」を設置し、
南予地域の各市町とタイアップ
しながら、農林水産業等の活性
化策を探るため、本セミナーを
企画・開催することにしました。
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